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とした.

本論文はマノレチメディア情報通信方式のVLSI化とその応用システムに関する研宛の成果をまとめたものであ

り、以下の主要な結果を得ている。

(1) AAL type2スイッチの制御方式とそのVLSI化設計

ATMによる音声伝送方式であるAALtype2 (AAL2)を、大規模ATMネットワークで効率的に利用するために必須

となるAAL2スイッチについて、これまで具体的な実装方法は検討されていなかった。本論文では、 AAL2スイ

ッチで必要となる機能と、 ATMネットワーク で必要となるATMセノレヘッダ変換の機能とを併せて実現する こと

ができるAAL2スイッチの制御方式、およびその制御方式を適用したAAL2スイッチを用いたネットワーク構成

について検討している。さらにネットワーク構成の実現に際して必要となるAAL2スイッチのアーキテクチャ

を提案している。このスイッチを用いてネットワークを構築することにより、より効率的な音声伝送が可能

であることを示している。

(2) BSデジタノレ ・CSデジタノレ放送共用同期復調回路のVLSI化設計

3種類の衛星放送で共用の復調器をシングノレチップ実装することができれば、衛昼放送共用受信機の市場へ

の低価格供給が可能となり、衛星放送システムを用いたマルチメディアf官報通信の普及が促進される。本論

文では BSデジタノレ放送・ csデジタノレ放送共用PSK同期後調器のVLSIアーキテクチャを提案している。提
案アーキテクチャでは、受信信号のCNRを推定し、その推定値に応じて回路内部で受信信号の強度を変更する

機能により、復調性能の劣化なしにIQデ}タ入力に使用するAD変換器の解像度を6ピットに抑えることを可能

としている。また、提案回路のVLSI化設計の結果、約8万9千ゲートで実装可能であることを示している。

(3)透過減衰を考慮したホームネットワーク向け位置推定

従来の位援推定手法は無線LANなどを対象としたものであり、ホームネットワークへの導入については考

慮されておらず、運用するにあたってユーザの負担が大きくなるなど問題があった。これに対し、本論文で

は無線ホームネットワーク向け位置推定手法を提案している。具体約には、無線ホームネットワークに導入

する位置推定手法が満たすべき必要条件について考察し、その条件をすべて満たす位置推定手法について検

討している。また、提案手法を評価基板上に実装し実環境で評価した結果、推定誤差は1.39mとなり、提案

手法がマンロケーションサービスなど部屋ごとのユーザの位置に応じたサーピス提供に必要な性能を逮成

できたととを示している。

以上のように本総文で述べた7 ノレチメディア情報通信方式のVLSI化とその応用システムに関する研究の成果を

用いることで、大規模ネットワークでのAAL2を用いた通信における伝送効率の向上、デジタノレ放送受信器の低コ

スト化が可能である。また、提案位置推定手法を無線ホームネットワークに導入することにより、新しいサービ

スの提供が可能になるなど、無線ホームヰットワークの高付加価値化を実現することにより、普及の促進や市場

規模拡大に貢献するものと期待できる。よって、博士(情報科学)の学位論文として価値のあるものと認める。




